
与
謝
野
寛
・
晶
子
＝
主
宰

昭
和
５（
1
9
3
0
）年
～
昭
和
27（
1
9
5
2
）年

※
一
九
六
一
年
に
「
教
育
映
画
作
家
協
会
」
か
ら
改
称

全
26
巻
・
別
冊
１
（
全
７
回
配
本
）

揃
定
価
＝
本
体
47
万
円
＋
税

［
復
刻
版
］

と　

う

は　

く

不
二
出
版

『
明
星
』
終
刊
後
、
晩
年
の
与
謝
野
寛
・

晶
子
が
最
も
力
を
注
い
だ
の
が
雑
誌
『
冬
柏
』

で
あ
っ
た
。
寛
が
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
、

晶
子
が
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
に
没
し
て

後
、
平
野
万
里
、
田
中
悌
六
、
近
江
満
子
ら

が
二
人
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
昭
和
二
七
（
一

九
五
二
）
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。

収
録
内
容
は
、
短
歌
を
中
心
に
現
代
詩
・

随
筆
・
小
論
・
漢
詩
・
絵
画
・
写
真
等
幅
広

い
。
ま
た
「
消
息
」
欄
は
寛
・
晶
子
を
は
じ

め
新
詩
社
の
同
人
の
活
動
や
動
向
が
詳
細
に

記
さ
れ
て
い
て
、
一
〇
頁
以
上
に
わ
た
る
号

も
あ
り
、
貴
重
で
あ
る
。

『
明
星
』
同
様
、
寛
・
晶
子
研
究
に
必
須
の
、

そ
し
て
短
歌
史
ま
た
広
く
文
学
や
芸
術
研
究

に
欠
か
せ
な
い
重
要
資
料
で
あ
る
。

鞍馬寺蔵



推薦文

『
冬
柏
』
全
二
十
六
巻
が
復
刻
さ
れ
る
。
与
謝
野
寛
晶
子
夫
妻
が
主
宰
し
た
最
後

の
雑
誌
と
し
て
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
が
、
昭
和
短
歌
史
の
中
で
は
長
ら
く
光
が
当

た
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。『
冬
柏
』
は
昭
和
五
年
に
創
刊
さ
れ
た
。『
明
星
』
廃
刊
後

の
浪
漫
系
の
人
々
は
『
ス
バ
ル
』
や
『
日
光
』
に
拠
る
一
時
期
を
持
っ
た
が
、
晶
子

や
寛
が
晩
年
に
真
に
情
熱
を
注
い
だ
の
は
、
親
愛
す
る
人
々
の
絆
に
支
え
ら
れ
、
平

野
万
里
と
い
う
よ
き
協
力
者
を
得
て
刊
行
さ
れ
た
『
冬
柏
』
で
あ
ろ
う
。

創
刊
に
あ
た
っ
て
は
木
下
杢
太
郎
や
尾
崎
咢
堂
、
吉
田
精
一
、
茅
野
蕭
々
な
ど
が

筆
を
執
り
、
石
井
柏
亭
の
挿
画
も
あ
り
豪
華
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
初
期
の
短
歌
界
は

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
の
動
向
に
注
目
が
集
ま
り
、『
冬
柏
』
の
文
芸
的
主
張
は
微
力

で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
に
は
晩
年
の
与
謝
野
夫
妻
が
思
い
究
め
て
ゆ
き
つ
い
た
志

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
時
代
の
流
れ
に
つ
か
ず
、
む
し
ろ
そ
の
人
生
を
賭
け
て
求
め
た

一
つ
の
も
の
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
潜
熱
的
な
情
熱
に
よ
る
文
学
へ
の
問
い
で
あ
る
。

『
冬
柏
』
は
晶
子
が
文
化
学
院
の
学
監
で
あ
っ
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
晶
子

は
す
で
に
歌
壇
外
に
身
を
置
く
と
い
う
指
向
の
も
と
、
若
い
世
代
に
文
学
の
理
想
を

語
る
場
を
享
受
し
、
歌
は
そ
の
人
生
の
本
流
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
詠
む
方
向
に
赴
き
つ

つ
あ
っ
た
。

戦
争
へ
の
苦
い
道
を
歩
み
は
じ
め
た
時
代
の
中
で
、
晶
子
に
と
っ
て
『
冬
柏
』
は

抒
情
を
も
っ
て
す
る
究
極
の
反
措
定
で
あ
り
、
そ
の
砦
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。『
冬

柏
』
の
復
刻
に
よ
っ
て
、
晶
子
の
晩
年
の
資
料
が
大
き
く
開
顕
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と

を
思
う
と
未
知
な
る
も
の
へ
の
出
会
い
に
高
ま
る
期
待
感
は
大
き
く
膨
ら
む
ば
か
り

で
あ
る
。

（
歌
人
）

短
歌
や
俳
句
と
い
う
短
詩
型
文
学
に
と
っ
て
、
結
社
は
重
要
な
意
味
を
に
な
う
。

与
謝
野
鉄
幹
（
寛
）
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
東
京
新
詩
社
の
よ
う
に
傑
出
し
た
歌
人

と
豊
潤
な
作
品
を
生
み
だ
し
た
短
歌
結
社
を
見
つ
け
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。
そ
れ

は
近
代
詩
歌
の
黄
金
期
を
確
立
し
た
与
謝
野
寛
・
晶
子
が
新
詩
社
と
い
う
結
社
に
注

い
だ
愛
情
と
信
頼
が
い
か
に
ゆ
る
ぎ
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
意
味
し
、
い
わ
ば

『
冬
柏
』
は
そ
の
愛
情
と
信
頼
の
結
晶
で
あ
る
と
明
言
で
き
る
。

た
と
え
ば
昭
和
期
の
寛
と
晶
子
に
は
旅
行
詠
が
多
く
な
る
。
こ
の
旅
行
詠
を
と
お

し
て
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
在
住
の
社
友
た
ち
と
短
歌
を
詠
む
よ
ろ
こ
び
を
共
有
し

な
が
ら
、
寛
と
晶
子
を
中
心
と
し
た
浪
漫
的
な
同
心
円
が
形
成
さ
れ
た
。
小
金
井
喜

美
子
、
森
茉
莉
、
小
堀
杏
奴
ら
の
女
性
作
家
、
有
島
生
馬
、
石
井
柏
亭
ら
の
画
家
、

尾
崎
咢
堂
、
高
田
保
馬
ら
の
政
治
家
、
学
者
と
の
人
脈
に
よ
っ
て
、
そ
の
同
心
円
は

多
彩
な
広
が
り
を
み
せ
た
。

大
正
期
以
後
の
新
詩
社
の
動
向
を
め
ぐ
っ
て
、「
短
歌
史
的
な
意
味
は
ほ
と
ん
ど

な
い
」「
短
歌
史
的
に
は
何
ら
の
問
題
も
ふ
く
ん
で
い
な
い
」
と
い
う
一
面
的
な
見

方
も
あ
る
。
し
か
し
昭
和
期
の
寛
と
晶
子
が
新
詩
社
と
い
う
結
社
を
基
盤
と
し
、『
明

星
』
の
復
興
を
期
し
て
い
た
『
冬
柏
』
の
全
容
を
つ
ぶ
さ
に
知
れ
ば
、
誌
面
に
み
な

ぎ
る
近
代
抒
情
の
香
気
が
昭
和
短
歌
史
に
新
た
な
光
輝
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
気
づ

く
で
あ
ろ
う
。

（
天
理
大
学
名
誉
教
授
・
与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
会
長
）

与
謝
野
晶
子
最
後
の
抒
情
の
砦

昭
和
短
歌
史
に
よ
み
が
え
る
近
代
抒
情
の
香
気

馬
場
あ
き
子

太
田　

登



推薦文

短
歌
雑
誌
『
冬
柏
』（
昭
和
五
年
～
同
二
七
年
）
は
、
近
代
詩
歌
の
出
発
を
鮮
や
か

に
刻
印
し
た
文
芸
雑
誌
『
明
星
』（
第
一
次
・
明
治
三
三
～
同
四
一
年
）
の
再
興
を
願

っ
て
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
第
二
次
『
明
星
』（
大
正
一
〇
年
～
昭
和
二
年
）
も
発

行
さ
れ
た
の
だ
が
与
謝
野
晶
子
、
寛
の
夢
は
叶
わ
ず
、
次
い
で
、
判
型
も
小
さ
く
、

薄
く
地
味
で
は
あ
っ
た
が
、
嘗
て
の
新
詩
社
の
機
関
誌
と
し
て
『
冬
柏
』
は
発
行
さ

れ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
最
初
期
『
明
星
』
の
再
興
を
賭
け
た
最
後
の
挑
戦
で
も

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
度
、
そ
の
『
冬
柏
』
全
二
十
三
巻
（
他
に
年
刊
集
一
冊
）、
全
一
九
一
冊
（
同

前
）
が
、
長
い
年
月
に
わ
た
る
収
集
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
二
年
三
カ
月
を
か
け
て

不
二
出
版
か
ら
復
刻
（
復
刻
版
は
全
二
十
六
巻
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
冬
柏
』

復
刻
の
意
義
は
、
華
々
し
か
っ
た
明
治
期
『
明
星
』
の
晶
子
、
寛
（
当
時
は
鉄
幹
）

と
は
違
う
、
ま
だ
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
（『
冬
柏
』
は
直
接
頒
布
制
）
昭
和
初
期
の

二
人
に
、
詩
歌
、
随
筆
な
ど
を
含
む
著
作
を
通
じ
て
出
会
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
二
人
に
関
す
る
会
員
な
ど
に
よ
る
言
及
も
多
く
、
こ
の
意
味
で
も
『
冬
柏
』
は

第
一
級
の
資
料
で
あ
る
。
例
え
ば
、
特
筆
し
て
お
き
た
い
こ
と
の
ひ
と
つ
に
寛
の

「
漢
詩
」
が
あ
る
。
漢
詩
は
寛
の
死
後
刊
行
の
選
詩
集
と
も
い
う
べ
き
『
采
花
集
』

（
昭
和
十
六
年
）
に
も
採
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、『
冬
柏
』
に
掲
載
さ
れ
た
約
二
十
首

か
ら
何
が
見
え
る
の
か
も
大
切
な
課
題
で
あ
る
（
既
に
、
西
村
富
美
子
氏
の
詳
細
な

調
査
、
研
究
が
あ
る
）。

と
も
あ
れ
、
第
一
次
、
二
次
『
明
星
』、『
冬
柏
』
の
三
誌
が
揃
っ
て
ト
ー
タ
ル
な

「
明
星
」
研
究
は
完
結
す
る
。
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
と
ま
さ
に
「
冬
の
時
代
」
を
生

き
た
『
冬
柏
』
は
ま
た
、
岩
野
喜
久
代
な
ど
戦
後
の
歌
人
を
輩
出
す
る
ル
ー
ツ
に
も

な
っ
て
い
る
。「
明
星
」
の
命
脈
を
探
り
、
そ
の
可
能
性
を
検
証
す
る
た
め
に
も
、

今
回
の
『
冬
柏
』
の
全
復
刻
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
福
島
大
学
名
誉
教
授
）

近
代
第
一
の
女
性
歌
人
与
謝
野
晶
子
は
、
短
歌
以
外
に
も
評
論
、
詩
、
エ
ッ
セ

イ
、
小
説
、
古
典
注
釈
・
現
代
語
訳
な
ど
あ
ら
ゆ
る
表
現
手
段
を
持
ち
、
幅
広
い
活

動
を
行
っ
た
が
、生
涯
歌
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
晶
子
の
歌
と
し
て
知
ら
れ
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
多
く
が
明
治
・

大
正
期
の
初
期
の
作
品
で
あ
り
、
昭
和
期
の
作
品
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

『
明
星
』
の
後
継
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
た
『
冬
柏
』
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）

年
か
ら
、
晶
子
没
後
も
近
江
満
子
ら
に
よ
り
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
ま
で
継
続

発
行
さ
れ
た
。
こ
の
『
冬
柏
』
に
掲
載
さ
れ
た
晶
子
の
歌
数
は
、
総
計
一
万
六
七
一

首
に
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
、
寛
が
亡
く
な
る
ま
で
ほ
ぼ
毎
月
行
わ
れ
た
吟
行
旅
行
、
招

待
旅
行
で
は
、
そ
の
都
度
、
何
十
首
、
時
に
は
百
首
を
超
え
て
作
歌
さ
れ
満
載
さ
れ

た
。
晶
子
最
終
歌
集
『
白
桜
集
』
は
、
寛
没
後
の
『
冬
柏
』
誌
上
の
短
歌
約
五
千
首

よ
り
、
平
野
万
里
が
二
千
五
百
首
を
選
歌
し
て
編
ん
だ
。

今
、『
冬
柏
』
全
冊
が
復
刻
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
晶
子
の
み
な
ら
ず

『
明
星
』
以
降
の
「
新
詩
社
」
同
人
の
活
動
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
た
び
の
『
冬
柏
』
全
冊
復
刻
を
可
能
に
し
た
の
は
、
近
藤
晉
平
氏

の
学
恩
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
氏
は
九
州
で
の
与
謝
野
晶
子
、
寛
研
究
の
第
一
人
者

で
、
夫
妻
の
九
州
で
の
動
向
や
知
友
と
の
交
流
を
実
証
的
に
調
査
・
研
究
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
に
も
夫
妻
と
白
仁
秋
津
、
後
藤
是
山
な
ど
と
の
往
復
書
簡
な
ど
、
次
々
と
新

資
料
を
発
表
し
て
こ
ら
れ
た
。
調
査
途
上
で
、
熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
の
宮
元
尚

書
斎
に
、『
冬
柏
』
の
ほ
ぼ
全
冊
の
揃
い
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
さ
れ
、
今

回
の
復
刻
に
つ
な
が
っ
た
。
心
よ
り
の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
北
九
州
市
立
文
学
館
館
長
）

歌
誌『
冬
柏
』復
刻
で
明
ら
か
に
な
る「
明
星
」の
全
貌

歌
人
・
与
謝
野
晶
子
の
全
容
が
明
ら
か
に

澤　

正
宏

今
川
英
子



内　容　見　本

◀
第
1
巻
第
4
号

▶
第
1
巻
第
1
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◀
第
1
巻
第
5
号

有
島
生
馬

有
賀
　
精

池
田
亀
鑑

石
井
柏
亭

石
上
露
子

市
丸
利
之
助（
柏
邨
）

井
上
苔
渓

岩
野
喜
久
代

内
山
英
保

浦
辺
田
鶴
子

江
戸
さ
い
子

江
南
文
三

近
江
満
子

大
口
善
信

岡
崎
よ
ね
子

尾
崎
行
雄（
咢
堂
）

掛
貝
芳
男

川
上
喜
久
子

木
田
園
子

木
下
杢
太
郎

工
藤
大
成

黒
田
鵬
心

孝
橋
謙
二

小
金
井
喜
美
子

後
藤
是
山

小
林
喜
久
子

小
林
　
栄

小
林
天
眠

小
日
山
直
登

小
堀
杏
奴

佐
藤
春
夫

信
楽
真
純

島
谷
静
子

島
谷
亮
輔

白
仁
秋
津

菅
沼
宗
四
郎

諏
訪
順
次
郎

関
戸
信
次

高
木
藤
太
郎

高
田
保
馬

高
橋
英
子

高
村
光
太
郎

武
内
正
躬

田
中（
千
ヶ
崎
）悌
六

田
沼
勝
之
助

茅
野
蕭
々

津
田
青
楓

土
井
多
紀
子

戸
川
秋
骨

中
川
紀
元

中
込
純
次

中
田
天
泉

中
谷
善
次

新
居
　
格

西
田
猪
之
輔

西
村
一
平

丹
羽
安
喜
子

丹
羽
俊
彦

浜
　
梨
花
枝

平
野
万
里

広
川
松
五
郎

広
瀬
哲
士

深
尾
須
磨
子

藤
岡
長
和（
玉
骨
）

堀
　
忠
義

堀
口
大
学

正
宗
得
三
郎

真
下
喜
太
郎

間
島
磐
雄

松
浦
静
麿

松
永
周
二

万
造
寺
斉

三
樹
退
三

三
島
祥
道

三
宅
克
己

三
宅
雪
枝

宮
元
　
尚

茂
手
木
み
さ
を

森
　
茉
莉

山
下
新
太
郎

山
城
正
忠

由
井
彦
太
郎

与
謝
野
晶
子

与
謝
野
寛

吉
野
竹
治

渡
辺
湖
畔

主
要
執
筆
者
一
覧



年
月

主
な
旅
行
先

『
冬
柏
』

昭
和
5
（
1
9
3
0
）
年

1
月
〔
静
岡
〕
伊
東
・
伊
豆
山

2
月
〔
静
岡
〕
熱
海

3
月
〔
神
奈
川
〕
葉
山

1
巻
1
号
「
伊
豆
詠
草
」
晶
子
57
首

4
月
〔
神
奈
川
〕
鵠
沼

1
巻
2
号
「
旅
中
春
興
」
晶
子
65
首

5
月
〔
京
都
〕
峰
山
・
宮
津
・
天
橋
立
〔
兵
庫
〕
城
崎

〔
島
根
〕
玉
造
温
泉
・
宍
道
湖
〔
鳥
取
〕
皆
生
温

泉
・
大
山

1
巻
3
号
「
石
の
床
」
晶
子
59
首

6
月
〔
鳥
取
〕
三
朝
温
泉
〔
京
都
〕
京
都

1
巻
4
号
「
山
陰
遊
草
」
寛
　
218
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
198
首

8
月
〔
東
京
〕
八
丈
島
〔
神
奈
川
〕
鎌
倉

1
巻
6
号
「
八
丈
詠
草
」
寛
　
69
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
69
首

9
月
〔
東
京
〕
深
大
寺

1
巻
7
号
「
金
沢
風
景
」
晶
子
66
首

10
月
〔
静
岡
〕
一
碧
湖

1
巻
8
号
「
深
大
寺
そ
の
他
」
晶
子
69
首

11
月

1
巻
9
号
「
伊
豆
遊
草
」
晶
子
59
首

「
吉
備
の
秋
」
晶
子
29
首

12
月
〔
富
山
〕
宇
奈
月
温
泉

2
巻
1
号
「
霜
の
華
」
晶
子
69
首

昭
和
6
（
1
9
3
1
）
年

1
月
〔
石
川
〕
金
沢
・
和
倉
温
泉
・
片
山
津
温
泉
・
山

代
温
泉
〔
福
井
〕
東
尋
坊
・
芦
原
温
泉
・
永
平

寺
〔
愛
知
〕
名
古
屋
〔
東
京
・
神
奈
川
〕
大
垂

水
（
尾
花
）
峠

2
巻
2
号
「
北
陸
冬
景
」
晶
子
209
首

2
月
〔
茨
城
〕
筑
波
・
霞
ヶ
浦
・
鹿
島
神
宮
・
潮
来

2
巻
3
号
「
尾
花
山
の
二
日
」
晶
子
70
首

3
月
〔
東
京
〕
奥
多
摩

2
巻
4
号
「
常
陸
帯
」
晶
子
39
首

4
月
〔
神
奈
川
〕
箱
根

2
巻
5
号
「
雨
の
箱
根
」
寛
　
39
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
59
首

5
月
〔
山
梨
〕
桂
川
〔
北
海
道
〕
函
館
・
小
樽
・
定
山

渓
温
泉
・
鴨
川
温
泉
・
札
幌
・
北
海
道
大
学
・

旭
川
・
層
雲
峡

2
巻
6
号
「
鎌
倉
詠
草
」
寛
　
88
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
119
首

「
牡
丹
」　
　

　
晶
子
9
首

「
舟
遊
半
日
」
晶
子
19
首

6
月
〔
北
海
道
〕
苫
小
牧
・
白
老
・
登
別
・
室
蘭
・
洞

爺
湖
・
函
館
〔
岩
手
〕
花
巻

2
巻
7
号
「
北
遊
詠
草
」
寛
　
189
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
189
首

7
月
〔
神
奈
川
〕
逗
子

2
巻
8
号
「
夏
日
雑
詠
」
晶
子
49
首

8
月
〔
京
都
〕
京
都
〔
奈
良
〕
奈
良
〔
和
歌
山
〕
高
野

山
〔
大
阪
〕
大
阪
・
浜
寺
〔
兵
庫
〕
芦
屋
・
神
戸
2
巻
9
号
「
近
畿
遊
草
」
寛
　
149
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
119
首

9
月
〔
群
馬
〕
法
師
温
泉

2
巻
10
号
「
法
師
温
泉
集
」
寛
　
79
首

　
　
　
　
　
　
　
晶
子
99
首

10
月
〔
大
分
〕
別
府
・
久
住
・
湯
布
院
・
中
津
〔
徳
島
〕

徳
島
・
鳴
門
〔
香
川
〕
高
松
・
琴
平

2
巻
11
号
「
西
国
の
秋
」
寛
　
129
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
139
首

11
月
〔
愛
媛
〕
川
之
江
・
松
山
・
道
後
温
泉
〔
栃
木
〕

鬼
怒
川
温
泉

2
巻
12
号
「
秋
風
遍
路
」
寛
　
149
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
129
首

12
月

3
巻
1
号
「
鬼
怒
川
の
冬
」
寛
　
79
首

　
　
　
　
　
　
　
晶
子
79
首

昭
和
7
（
1
9
3
2
）
年

1
月
〔
神
奈
川
〕
真
鶴
・
吉
浜
・
湯
河
原

3
巻
2
号
「
東
海
の
ほ
と
り
」
寛
　
39
首

　
　
　
　
　
　
　
　
晶
子
79
首

2
月
〔
静
岡
〕
熱
海
・
伊
東

3
巻
3
号
「
伊
豆
の
春
」
寛
　
109
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
99
首

4
月
〔
静
岡
〕
伊
豆
山

3
巻
5
号
「
熱
海
雑
詠
」
寛
　
49
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
59
首

「
蓬
の
香
」　
　

晶
子
39
首

5
月
〔
群
馬
〕
水
上
〔
新
潟
〕
湯
沢
温
泉

3
巻
6
号
「
上
越
遊
草
」
寛
　
59
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
69
首

年
月

主
な
旅
行
先

『
冬
柏
』

5
月
〔
栃
木
〕
塩
原
温
泉

5
巻
6
号
「
塩
原
遊
草
」　
　
　
晶
子
59
首

「
小
金
井
そ
の
他
」
晶
子
29
首

「
九
如
園
牡
丹
」　
　

晶
子
9
首

6
月
〔
静
岡
〕
熱
海
・
一
碧
湖
〔
神
奈
川
〕
箱
根

5
巻
7
号
「
杜
鵑
と
苺
」
寛
　
49
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
69
首

7
月
〔
群
馬
〕
赤
城
山

5
巻
8
号
「
赤
城
山
の
歌
」
寛
　
89
首

　
　
　
　
　
　
　
晶
子
69
首

8
月
〔
新
潟
〕
赤
倉
温
泉
〔
長
野
〕
野
尻
湖
・
上
林
・

軽
井
沢
〔
山
梨
〕
上
野
原
〔
静
岡
〕
熱
海

5
巻
9
号
「
山
山
の
夏
」
寛
　
89
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
100
首

9
月
〔
群
馬
〕
四
万
温
泉

5
巻
10
号
「
檳
樃
扇
」
晶
子
49
首

10
月
〔
群
馬
〕
湯
檜
曽
温
泉
〔
新
潟
〕
長
岡
・
三
条
・

新
潟

5
巻
11
号
「
四
万
の
秋
」
寛
　
49
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
79
首

11
月
〔
新
潟
〕
佐
渡
〔
神
奈
川
〕
湯
河
原

5
巻
12
号
「
続
越
佐
詠
草
」
寛
　
159
首

　
　
　
　
　
　
　
晶
子
149
首

「
峡
谷
の
秋
」　
　

晶
子
19
首

12
月

6
巻
1
号
「
疎
花
」
晶
子
39
首

昭
和
10
（
1
9
3
5
）
年

1
月
〔
神
奈
川
〕
鎌
倉

6
巻
2
号
「
鎌
倉
詠
草
」
寛
　
59
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
69
首

2
月
〔
静
岡
〕
熱
海
〔
静
岡
〕
土
肥
温
泉
・
今
井
浜
温

泉

6
巻
3
号
「
熱
海
詠
草
」
寛
　
69
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
79
首

3
月
＊
寛
と
晶
子
、
最
後
の
旅
〔
神
奈
川
〕
観
音
崎

＊
26
日
、
寛
永
眠
（
満
62
歳
）

4
月

6
巻
4
号
「
空
即
是
色
」
寛
　
83
首

「
色
即
是
空
」
晶
子
89
首

5
月
〔
神
奈
川
〕
箱
根

6
巻
5
号
「
寝
園
」
晶
子
106
首

6
月
〔
新
潟
〕
長
岡

6
巻
6
号
「
山
荘
の
客
」
晶
子
79
首

「
反
古
の
塵
」
晶
子
19
首

7
月
〔
山
形
〕
温
海
温
泉

6
巻
7
号
「
越
よ
り
出
羽
へ
」
晶
子
69
首

8
月
〔
長
野
〕
蓼
科
〔
群
馬
〕
新
鹿
沢
温
泉

6
巻
8
号
「
白
樺
抄
」
晶
子
114
首

9
月
〔
静
岡
〕
熱
海
〔
神
奈
川
〕
吉
浜

6
巻
9
号
「
露
華
数
種
」
晶
子
99
首

10
月
〔
愛
知
〕
名
古
屋
・
蒲
郡

6
巻
10
号
「
秋
風
往
来
」
晶
子
88
首

「
彼
岸
会
」　
　

晶
子
13
首

11
月

6
巻
11
号
「
尾
参
詠
草
」　
　
　
　

晶
子
69
首

「
万
里
荘
菊
花
の
日
」
晶
子
19
首

12
月

7
巻
1
号
「
菅
郎
を
送
る
」
晶
子
3
首

「
花
の
氷
」　
　
　

晶
子
59
首

昭
和
11
（
1
9
3
6
）
年

1
月
〔
静
岡
〕
伊
豆
山
・
三
津

7
巻
2
号
「
東
豆
西
豆
」
晶
子
89
首

「
海
の
雲
」　
　

晶
子
43
首

2
月
〔
神
奈
川
〕
大
磯
・
箱
根
・
吉
浜
〔
静
岡
〕
熱
海
7
巻
3
号
「
春
雪
」
晶
子
99
首

3
月
〔
群
馬
〕
伊
香
保
温
泉

7
巻
4
号
「
山
に
憶
ふ
」
晶
子
79
首

4
月
〔
静
岡
〕
清
水
〔
千
葉
〕
鵜
原
・
安
房
天
津

7
巻
5
号
「
満
耳
潮
音
」
晶
子
79
首

5
月
〔
神
奈
川
〕
逗
子
〔
兵
庫
〕
芦
屋
〔
大
阪
〕
浜
寺

〔
京
都
〕
鞍
馬
・
京
都

7
巻
6
号
「
晩
春
行
」　
　
晶
子
79
首

「
逗
子
詠
草
」
晶
子
16
首

6
月

7
巻
7
号
「
霧
閣
雲
窓
章
」
晶
子
79
首

7
月
〔
静
岡
〕
清
水
・
浜
名
湖
・
熱
海

7
巻
8
号
「
仏
灯
に
近
く
」
晶
子
119
首

「
多
摩
川
集
」　
　

晶
子
15
首

8
月
〔
長
野
〕
上
高
地
・
白
骨
温
泉
・
浅
間
温
泉

7
巻
9
号
「
中
部
山
岳
抄
」
晶
子
99
首

9
月
〔
福
島
〕
裏
磐
梯
・
猪
苗
代
湖
・
会
津
若
松
〔
長

野
〕
軽
井
沢

7
巻
10
号
「
会
津
詠
草
」
晶
子
89
首

10
月
〔
神
奈
川
〕
箱
根
・
吉
浜
〔
静
岡
〕
熱
海

7
巻
11
号
「
秋
景
軽
井
沢
」
晶
子
89
首

11
月

7
巻
12
号
「
衆
山
抄
」
晶
子
89
首

12
月
〔
神
奈
川
〕
鎌
倉
・
逗
子

8
巻
1
号
「
片
瀬
そ
の
他
」
晶
子
49
首

年
月

主
な
旅
行
先

『
冬
柏
』

6
月
〔
栃
木
〕
日
光
・
中
禅
寺

3
巻
7
号
「
し
ら
嶺
葵
」
寛
　
79
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
79
首

7
月
〔
長
野
〕
軽
井
沢

3
巻
8
号
「
浅
間
の
沙
」
寛
　
79
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
79
首

8
月
〔
大
分
〕
別
府
・
湯
の
原
温
泉
・
湯
布
院
〔
熊
本
〕

阿
蘇
・
人
吉
・
天
草

3
巻
9
号
「
西
海
遊
草
」
寛
　
159
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
168
首

9
月
〔
神
奈
川
〕
鎌
倉

3
巻
10
号
「
鎌
倉
に
て
」
寛
　
29
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
19
首

10
月
〔
神
奈
川
〕
鎌
倉
〔
山
梨
〕
山
中
湖
・
精
進
湖

3
巻
11
号
「
裾
野
の
秋
」　
　

寛
　
39
首

　
　
　
　
　
　
　
晶
子
79
首

「
鎌
倉
の
一
夜
」
寛
　
9
首

　
　
　
　
　
　
　
晶
子
19
首

「
姉
を
傷
む
」　
　

晶
子
9
首

11
月
〔
神
奈
川
〕
鎌
倉
〔
静
岡
〕
湯
ヶ
島
温
泉
・
一
碧
湖
3
巻
12
号
「
半
島
の
雨
」
晶
子
29
首

12
月

4
巻
1
号
「
天
城
の
も
と
」
晶
子
79
首

昭
和
8
（
1
9
3
3
）
年

1
月
〔
群
馬
〕
伊
香
保
温
泉
〔
静
岡
〕
三
津

4
巻
2
号
「
五
松
山
荘
抄
」
寛
　
19
首

　
　
　
　
　
　
　
晶
子
55
首

「
山
上
の
雪
」　
　

寛
　
89
首

　
　
　
　
　
　
　
晶
子
99
首

2
月
〔
静
岡
〕
熱
海

4
巻
3
号
「
南
枝
抄
」
寛
　
29
首

　
　
　
　
　
晶
子
29
首

3
月
〔
静
岡
〕
伊
豆
山
〔
神
奈
川
〕
箱
根

4
巻
4
号
「
春
遊
両
日
」
寛
　
39
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
69
首

4
月
〔
東
京
〕
伊
豆
大
島
〔
千
葉
〕
三
里
塚

4
巻
5
号
「
大
島
遊
草
」
寛
　
99
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
69
首

5
月
〔
静
岡
〕
熱
海

4
巻
6
号
「
対
花
抄
」　
　
晶
子
69
首

「
東
海
の
上
」
晶
子
29
首

6
月
〔
山
梨
〕
上
野
原
〔
岡
山
〕
下
津
井
・
味
野
町

4
巻
7
号
「
依
水
荘
其
他
」
晶
子
49
首

7
月
〔
岡
山
〕
勝
山
・
津
山
〔
兵
庫
〕
三
宮
・
芦
屋
〔
静

岡
〕
熱
海

4
巻
8
号
「
海
よ
り
渓
へ
」
寛
　
109
首

　
　
　
　
　
　
　
晶
子
79
首

8
月
〔
群
馬
〕
川
原
湯
温
泉
・
草
津
温
泉
〔
長
野
〕
軽

井
沢

4
巻
9
号
「
山
上
の
気
」
寛
　
139
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
129
首

9
月
〔
静
岡
〕
三
津

4
巻
10
号
「
三
津
遊
草
」
寛
　
49
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
79
首

10
月
〔
静
岡
〕
一
碧
湖
・
熱
海
〔
山
梨
〕
昇
仙
峡
・
甲

府

4
巻
11
号
「
抛
書
山
荘
の
歌
」
寛
　
69
首

　
　
　
　
　
　
　
　
晶
子
79
首

11
月
〔
富
山
〕
宇
奈
月
温
泉
・
富
山
・
高
岡
〔
石
川
〕

金
沢
・
兼
六
園
・
安
宅
〔
福
井
〕
福
井
・
武
生

4
巻
12
号
「
峡
中
抄
」　
　

寛
　
79
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
69
首

「
北
陸
秋
景
」
寛
　
139
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
139
首

12
月

5
巻
1
号
「
石
上
冬
晴
」
寛
　
18
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
20
首

昭
和
9
（
1
9
3
4
）
年

1
月
〔
栃
木
〕
西
那
須
温
泉

5
巻
2
号
「
那
須
の
雪
」
寛
　
69
首

　
　
　
　
　
　
晶
子
19
首

2
月
〔
千
葉
〕
鴨
川
・
館
山

5
巻
3
号
「
安
房
の
二
夜
」
寛
　
49
首

　
　
　
　
　
　
　
晶
子
69
首

3
月
〔
東
京
〕
吉
野
梅
林

5
巻
4
号
「
楽
楽
峡
観
梅
」
寛
　
39
首

　
　
　
　
　
　
　
晶
子
49
首

4
月
〔
神
奈
川
〕
箱
根
〔
静
岡
〕
熱
海

5
巻
5
号
「
山
よ
り
磯
へ
」
寛
　
29
首

　
　
　
　
　
　
　
晶
子
79
首

『
冬
柏
』
時
代
の
与
謝
野
寛
・
晶
子
と
旅
・
短
歌

＊
参
考
文
献　

平
子
恭
子　
編
著
『
年
表
作
家
読
本　
与
謝
野
晶
子
』（
河
出
書
房
新
社
）、
沖
良
機　
著
『
資
料　
与
謝
野
晶
子
と
旅
』（
武
蔵
野
書
房
）



関
連
図
書

日
光
社
＝
発
行
〔
一
九
二
四
年
～
一
九
二
七
年
刊
〕

日
光　
全
10
巻
・
別
冊
1

荻
原
井
泉
水
＝
主
宰
〔
一
九
一
一
年
～
一
九
四
四
年
刊
〕

層
雲　
全
97
巻

体
裁

―
A
5
判
／
上
製
／
総
４
、６
８
８
頁

別
冊

―
解
説
（
田
中　

綾
）・
総
目
次
・
索
引

〔
分
売
価
格　
本
体
１
、０
０
０
円
＋
税
〕

推
薦

―
佐
佐
木
幸
綱
／
北
原
東
代
／
山
田　
航

価
格

―
本
体
１
８
０
、０
０
０
円
＋
税

本
誌
は
、
大
正
歌
壇
の
停
滞
を
危
惧
し
た
北
原
白
秋
ら
が
関
東
大

震
災
後
に
刊
行
し
、
口
語
短
歌
運
動
の
流
れ
を
勢
い
づ
け
た
。
北
原

白
秋
、
前
田
夕
暮
、
古
泉
千
樫
、
土
岐
善
麿
、
川
田
順
、
釈
迢
空
（
折

口
信
夫
）、
石
原
純
ら
が
編
集
同
人
と
し
て
参
加
し
た
。

当
時
の
最
有
力
誌
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
の
歌
風
に
飽
き
足
ら
な
い
人
々

が
発
表
の
場
を
求
め
て
集
ま
り
、
自
由
で
清
新
な
誌
上
の
雰
囲
気
の

中
で
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
後
世
に
名
作
を
残
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

体
裁

―
A
5
判
／
上
製
／
総
３
８
、７
２
２
頁

推
薦

―
金
子
兜
太
／
佐
佐
木
幸
綱
／
坪
内
稔
典
／
夏
石
番
矢
／

山
下
一
海

価
格

―
本
体
１
、６
５
２
、０
０
０
円
＋
税

第
Ⅰ
期
〔
明
治
・
大
正
期
〕
全
47
巻

全
10
回
配
本

第
1
回
配
本
＝
本
体
３
２
、０
０
０
円
＋
税

第
２
～
10
回
配
本
＝
各
本
体
８
０
、０
０
０
円
＋
税

第
Ⅱ
期
〔
昭
和
戦
前
期
〕
全
50
巻

全
10
回
配
本
、
各
本
体
９
０
、０
０
０
円
＋
税

本
誌
は
、
形
式
を
き
ら
い
、
内
在
的
・
主
観
的
立
場
か
ら
句
を
生

み
出
す
た
め
に
、
季
語
無
用
・
定
型
破
壊
を
掲
げ
た
自
由
律
俳
句
の

舞
台
と
な
っ
た
俳
句
雑
誌
で
あ
る
。
自
由
律
俳
句
の
牙
城
と
し
て
野

村
朱
鱗
洞
・
芹
田
鳳
車
・
尾
崎
放
哉
・
種
田
山
頭
火
・
栗
林
一
石
路

な
ど
の
俳
句
作
家
を
輩
出
し
た
。

年
月

主
な
旅
行
先

『
冬
柏
』

昭
和
12
（
1
9
3
7
）
年

1
月
〔
静
岡
〕
興
津
・
日
本
平
・
清
水

8
巻
2
号
「
墨
の
羽
衣
」
晶
子
119
首

2
月
〔
新
潟
〕
長
岡
・
瀬
波
温
泉
〔
静
岡
〕
伊
東
・
大

室
山
・
熱
海

8
巻
3
号
「
江
山
雪
賦
」
晶
子
79
首

3
月
＊
晶
子
脳
溢
血
で
倒
れ
約
一
ヶ
月
臥
床

8
巻
4
号
「
幽
歩
抄
」
晶
子
89
首

5
月

8
巻
5
号
「
病
む
」
晶
子
29
首

6
月
〔
東
京
〕
青
梅
・
御
岳
・
小
河
内

8
巻
6
号
「
山
川
交
響
楽
」
晶
子
69
首

7
月
〔
神
奈
川
〕
箱
根

8
巻
7
号
「
湖
北
湖
南
」
晶
子
89
首

8
月
〔
神
奈
川
〕
吉
浜
・
逗
子
・
鎌
倉
・
横
浜

8
巻
8
号
「
冷
露
行
」
晶
子
109
首

9
月
〔
長
野
〕
上
山
田
温
泉
・
姨
捨
山
・
三
笠

8
巻
9
号
「
千
曲
川
」
晶
子
109
首

10
月
〔
静
岡
〕
一
碧
湖
・
湯
ヶ
島
〔
神
奈
川
〕
箱
根
〔
栃

木
〕
日
光
・
中
禅
寺
湖

8
巻
10
号
「
時
雨
抄
」
晶
子
99
首

11
月

8
巻
11
号
「
霜
葉
二
荒
山
」
晶
子
99
首

12
月
〔
静
岡
〕
伊
豆
多
賀

9
巻
1
号
「
多
賀
の
湯
」
晶
子
99
首

昭
和
13
（
1
9
3
8
）
年

1
月
〔
静
岡
〕
熱
海

9
巻
2
号
「
江
楼
夢
」
晶
子
79
首

2
月
〔
神
奈
川
〕
箱
根
〔
静
岡
〕
伊
豆
多
賀

9
巻
3
号
「
綴
る
雪
」
晶
子
99
首

3
月
〔
神
奈
川
〕
鎌
倉

9
巻
4
号
「
梅
花
の
日
」
晶
子
69
首

5
月

9
巻
5
号
「
嶺
頭
春
色
」
晶
子
99
首

6
月
〔
神
奈
川
〕
湯
河
原

9
巻
6
号
「
五
月
雨
抄
」
晶
子
99
首

7
月
〔
静
岡
〕
今
井
浜
・
下
田
〔
神
奈
川
〕
湯
河
原

9
巻
7
号
「
南
豆
詠
草
」
晶
子
79
首

8
月

9
巻
8
号
「
続
湯
河
原
抄
」
晶
子
79
首

9
月
〔
長
野
〕
池
の
平
・
軽
井
沢

9
巻
9
号
「
山
国
を
行
く
」
晶
子
119
首

10
月
〔
東
京
〕
伊
豆
大
島
・
式
根
島
・
新
島

9
巻
10
号
「
島
島
を
行
く
」
晶
子
99
首

11
月
〔
山
梨
〕
河
口
湖
・
西
湖
・
精
進
湖
・
山
中
湖

9
巻
11
号
「
霜
葉
の
時
」
晶
子
89
首

昭
和
14
（
1
9
3
9
）
年

1
月
〔
静
岡
〕
伊
豆
山

10
巻
1
号
「
早
潮
晩
潮
」
晶
子
59
首

2
月
〔
神
奈
川
〕
箱
根

10
巻
2
号
「
雪
と
春
水
」
晶
子
119
首

3
月
〔
神
奈
川
〕
鵠
沼

10
巻
3
号
「
沙
上
の
夢
」
晶
子
69
首

4
月
〔
神
奈
川
〕
吉
浜
〔
静
岡
〕
一
碧
湖
〔
山
梨
〕
上

野
原

10
巻
4
号
「
花
の
あ
る
風
景
」
晶
子
109
首

5
月
〔
栃
木
〕
中
禅
寺
湖

10
巻
5
号
「
野
州
花
」
晶
子
69
首

6
月
〔
埼
玉
〕
武
蔵
嵐
山

10
巻
6
号
「
比
企
の
渓
」
晶
子
29
首

7
月
〔
静
岡
〕
嵯
峨
沢
温
泉
・
湯
ヶ
島
温
泉

10
巻
7
号
「
天
城
の
道
」
晶
子
69
首

8
月
〔
長
野
〕
小
諸
・
星
野
温
泉

10
巻
8
号
「
高
原
行
」
晶
子
79
首

9
月
〔
神
奈
川
〕
箱
根

10
巻
9
号
「
秋
風
」
晶
子
59
首

10
月
〔
群
馬
〕
伊
香
保
温
泉

10
巻
10
号
「
伊
香
保
遊
草
」
晶
子
59
首

11
月
〔
群
馬
〕
法
師
温
泉

10
巻
11
号
「
奥
上
州
」
晶
子
79
首

12
月
〔
神
奈
川
〕
吉
浜

11
巻
1
号
「
極
月
海
景
」
晶
子
59
首

昭
和
15
（
1
9
4
0
）
年

1
月
〔
山
梨
〕
上
野
原

11
巻
2
号
「
積
陰
開
か
ず
」
晶
子
79
首

2
月
〔
神
奈
川
〕
箱
根

11
巻
3
号
「
須
賀
川
の
ほ
と
り
」
晶
子
79
首

3
月
〔
静
岡
〕
一
碧
湖

11
巻
4
号
「
櫟
の
幕
」
晶
子
69
首

4
月
〔
神
奈
川
〕
真
鶴
〔
静
岡
〕
三
津
〔
兵
庫
〕
芦
屋
・

有
馬
温
泉
・
須
磨
〔
京
都
〕
鞍
馬
山
・
天
橋
立

11
巻
5
号
「
白
華
抄
」
晶
子
79
首

5
月
＊
晶
子
脳
溢
血
で
倒
れ
る

6
月

11
巻
6
号
「
残
花
行
」
晶
子
98
首

昭
和
16
（
1
9
4
1
）
年

7
月
＊
7
～
9
月
、
山
梨
県
上
野
原
の
依
水
荘
に
て

療
養

9
月

12
巻
10
号
「
依
水
荘
詠
草
」
晶
子
19
首

10
月

12
巻
11
号
「
続
依
水
荘
」
晶
子
19
首

昭
和
17
（
1
9
4
2
）
年

5
月
＊
29
日
、
晶
子
永
眠
（
満
63
歳
）

◀
第
4
巻
第
5
号
「
大
島
に
於
け
る
一
行
」

◀
第
2
巻
第
11
号
「
法
師
温
泉
に
て
」
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表
示
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は
す
べ
て
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別

2017/10

冬と

　う

柏は

　く

概　要

配
本
復
刻
版

巻　

数

原
本
巻
数

原
本
発
行
年
月

配
本
年
月

本
体
価
格

第１回配本

第
1
巻
1
巻
1
号
～
9
号

昭
和
5
年
3
月
～
11
月

2017年10月
56,000円＋税
8350-8123-6

第
2
巻
2
巻
1
号
～
6
号

昭
和
5
年
12
月
～
6
年
5
月

第
3
巻
2
巻
7
号
～
12
号

昭
和
6
年
6
月
～
11
月

別
冊
（
総
目
次
・
索
引
）

第２回配本

第
4
巻
3
巻
1
号
～
6
号

昭
和
6
年
12
月
～
7
年
5
月

2018年　1　月
54,000円＋税
8350-8128-1

第
5
巻
3
巻
7
号
～
12
号

昭
和
7
年
6
月
～
11
月

第
6
巻
4
巻
1
号
～
6
号

昭
和
7
年
12
月
～
8
年
5
月

◉
２
０
１
７
年
度
合
計
＝
１
１
０
、０
０
０
円
＋
税

第３回配本

第
7
巻
4
巻
7
号
～
12
号

昭
和
8
年
6
月
～
11
月

2018年　6　月
72,000円＋税
8350-8132-8

第
8
巻
5
巻
1
号
～
6
号

昭
和
8
年
12
月
～
9
年
5
月

第
9
巻
5
巻
7
号
～
12
号

昭
和
9
年
6
月
～
11
月

第
10
巻
6
巻
1
号
～
6
号

昭
和
9
年
12
月
～
10
年
6
月

第４回配本

第
11
巻
6
巻
7
号
～
11
号

昭
和
10
年
7
月
～
11
月

2018年11月
72,000円＋税
8350-8137-3

第
12
巻
7
巻
1
号
～
6
号

昭
和
10
年
12
月
～
11
年
5
月

第
13
巻
7
巻
7
号
～
12
号

昭
和
11
年
6
月
～
11
月

第
14
巻
8
巻
1
号
～
4
号
、

『
別
刊
冬
柏
』、
5
号
、
6
号
昭
和
11
年
12
月
～
12
年
6
月

◉
２
０
１
８
年
度
合
計
＝
１
４
４
、０
０
０
円
＋
税

配
本
復
刻
版

巻　

数

原
本
巻
数

原
本
発
行
年
月

配
本
年
月

本
体
価
格

第５回配本

第
15
巻
8
巻
7
号
～
9
巻
1
号

昭
和
12
年
7
月
～
12
月

2019年　4　月
72,000円＋税
8350-8142-7

第
16
巻
9
巻
2
号
～
7
号

昭
和
13
年
1
月
～
7
月

第
17
巻
9
巻
8
号
～
10
巻
3
号

昭
和
13
年
8
月
～
14
年
3
月

第
18
巻
10
巻
4
号
～
10
号

昭
和
14
年
4
月
～
10
月

第６回配本

第
19
巻
10
巻
11
号
～
11
巻
6
号

昭
和
14
年
11
月
～
15
年
6
月

2019年　8　月
72,000円＋税
8350-8147-2

第
20
巻
11
巻
7
号
～
12
巻
4
号

昭
和
15
年
7
月
～
16
年
3
月

第
21
巻
12
巻
5
号
～
12
号

昭
和
16
年
4
月
～
11
月

第
22
巻
13
巻
1
号
～
8
号

昭
和
16
年
12
月
～
17
年
7
月

第７回配本

第
23
巻
13
巻
9
号
～
14
巻
4
号

昭
和
17
年
8
月
～
18
年
3
月

2020年　1　月
72,000円＋税
8350-8152-6

第
24
巻
14
巻
5
号
～
15
巻
3
号

昭
和
18
年
4
月
～
19
年
2
月

第
25
巻
15
巻
4
号
～
20
巻
春
夏
季
号
昭
和
19
年
3
月
～
24
年
6
月

第
26
巻
20
巻
秋
季
号
～
23
巻
春
季
号

『
年
刊
冬
柏
集
』

昭
和
24
年
9
月
～
27
年
3
月

昭
和
6
年
3
月

◉
２
０
１
９
年
度
合
計
＝
２
１
６
、０
０
０
円
＋
税

◉
体　
　

裁
＝
A
5
判
／
上
製
／
総
約
１
５
、３
０
０
頁

◉
別　
　

冊
＝
総
目
次
・
索
引

＊
別
冊
の
み
分
売
可
＝
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

I
S
B
N
 
9
7
8
-
4
-
8
3
5
0
-
8
1
5
7
-
1

◉
推　
　

薦
＝
馬
場
あ
き
子
／
太
田　
登
／
澤　
正
宏
／
今
川
英
子

◉
揃　
定　
価
＝
本
体
４
７
０
、０
０
０
円
＋
税

◉
原
本
提
供
＝
宮
元
尚ひ

さ
し

旧
蔵　
他
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